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浮雲のうつし世のはかなさ
喜　多 登
　中村教授逝ってはや1年
　中村教授の研究室の前を通る度にふとこんな幻覚に誘われる。ドアが今にも
開かれてこにやかな中村教授の顔が現れ，
　「先生コーヒー一杯どうですか。」と声がかけられそうになる気分である。
　あの柔和で誰からも親しまれていた中村賢一郎教授が急逝されてはや一年，
時は知らない内に足早に去って行くような気がする。だが心の中に生きている
大きな映像の強さは，多くの彼を知る人に同じ思いに走らせているように思え
る。
一期一会の思い
　最近一期一会と言う思いに時々駆られる。
　あの元気な姿をこれまで見せていた中村教授が突然の死に見舞われると言う
ことを，いったい誰が予測出来たであろうか。
　ある年齢になると，遅かれ早かれ身内の不幸を経験する。更にかっての少年
期や青年期の仲間の欠けて行く非情さを身を持って経験する。まして同僚とな
るとその感はひとしおの思いである。一日一日の出会いが一日一日の大切な縁
と思えてくる。
　中村教授はこの一期一会を大切にされていたようだ。
　それは彼の身辺を襲った度重なる病気にあるのかも知れない。いやより深く
は大切な第1子のお嬢さんを亡くされて以来のことかも知れない。新潟の土壌
が育んだ心豊かな暖かい感性のもとで，一日の出会いを大切にされていた彼の
姿を思いだす。
　私どもには同門の会がある。昨年のこの会に折り悪く公式行事と重なった中
　　　　　　　　　　　　　　　（10）
村教授は私に残念そうに，
　「申し訳ないですが，出られなくなりました。皆さんに宜しくお伝え下さい。」
と話された。これが中村教授とこの会の今生の別れの挨拶となった。
　誰がこのことを予期できたであろうか。この会では何の屈託もなく楽しく語
り合っていたかっての中村教授の姿を思い出す。私ども同門の者にとっても心
に響く一期一会の思い出である。
　時は深い悲しみを包み込んで流れて行く。大きな傷みも，この流れの中で多
忙さと現象変化の増禍の中に置かれたわが身のあがきの中で，癒されて来るの
かも知れない。しかし中村教授に対する思いは人々の脳裏から決して消え去る
ことにならないであろう。
浮　雲
　昔の人の中にはこの世を浮雲に例えて何かを読み取ろうとした人がいた。こ
の思いは，今でも同じく通じるのではなかろうか。
　ある時には青空の中でぽっかりと浮かんだ雲に自分の夢を描いたり，ある時
にはこの浮雲に襲いかかる黒雲に浮世の流転変化の厳しさとはかなさを知るの
である。　．　　　　’　　　　　　　　　』
　そう言えば，’中村教授との出会いと別れも浮雲の様なうつし世のはかない定
めであったのかも知れない。彼を知る全ての人はこの浮世のはかなさと無情を
今にして知るのである。
　さながらあしたには紅顔があり夕べには白骨と化すごとく去った惜しみても
余りある中村教授への追憶は，次から次へと湧き出て来る。心からご冥福を祈
りつつこの一文を捧げるのである。
（11）
